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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月～平成27年12月）におけるわが国経済は、政府・日銀

による経済および金融政策等の効果により、企業収益や雇用情勢に改善の動きが見られるなど、

緩やかな回復基調にありました。しかし一方で、中国経済の失速懸念や新興国経済の下振れリス

ク、さらには中東情勢の不安定化等により、国内景気の先行きは依然として不透明な状況にあり

ました。

当社グループの関連する建築業界におきましては、政府建設投資が縮小化していることに加え、

民間非住宅投資においても企業の設備投資に対する慎重姿勢等を背景に伸び悩みの状況が続くな

ど、当連結累計期間における建築投資の状況は総じて低調な推移を辿りました。

当社グループはこうした状況下において、既存重点製品の収益性を確保しつつ、耐震関連製品な

ど成長戦略製品の品揃えや販売強化に注力すると同時に、生産効率化によるコストダウンの推進

と工場内製化による製品付加価値の向上に全力で取り組んでまいりました。

しかし、建築需要が低調な足取りを続ける中、企業間による受注競争に一層拍車がかかるととも

に、公共案件の減少に伴う一部主力製品の落ち込みや、工期の遅延など複合的な要因が重なり、

当第３四半期連結累計期間の売上高は18,713百万円（前年同期比2.7％減）、利益面においては、

営業利益100百万円（前年同期比64.2％減）、経常利益194百万円（前年同期比48.6％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益98百万円（前年同期比65.5％減）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 三洋工業

主力製品群である軽量壁天井下地につきましては、ビルや商業施設用の一般製品が需要減少の

あおりを受け苦戦を強いられましたが、社会的かつ市場ニーズの期待に応えた地震対策用の軽量

天井等が幅広く採用されたことなどから、軽量壁天井下地全体の売上高は増加いたしました。

床システムにつきましては、スチール製ＯＡフロアやエコマーク製品であるオフィス用置敷式

ＯＡフロア、再生木材を使用した環境配慮型のデッキフロア等が堅調に推移しましたが、主力製

品である学校体育館などスポーツ施設用の鋼製床下地材製品が公共案件の減少等を背景に売上高

が低迷したことなどから、床システム全体の売上高は減少いたしました。

また、アルミ建材につきましては、主力製品の一翼をなすエキスパンション・ジョイントカバ

ーが前年同期の実績を上回って推移したものの、アルミ笠木をはじめ、外装パネルなどアルミ関

連製品の売上高が低調に推移したことなどから、アルミ建材全体の売上高は減少となりました。

この結果、売上高は15,638百万円（前年同期比2.5％減）、セグメント利益72百万円（前年同期

比40.2％減）となりました。

② システム子会社

当社の子会社であるシステム会社（株式会社三洋工業九州システムほか）におきましては、鋼

製床下地材製品やその他床関連製品を中心に幅広い設計指定活動を通じて受注獲得に努めてまい

りましたが、首都圏および一部地域において主力製品の受注量が低迷したことなどから、システ

ム会社全体の売上高は3,516百万円（前年同期比2.4％減）、セグメント損失は64百万円（前年同

期セグメント利益64百万円）となりました。

③ その他

その他につきましては、売上高550百万円（前年同期比14.3％減）、セグメント利益21百万円

（前年同期比45.2％減）となりました。
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、主に受取手形及び売掛金が減少したことにより、前

連結会計年度末に比べ802百万円減少し、23,237百万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ

772百万円減少し、10,649百万円となりました。

純資産は、当第３四半期連結累計期間が親会社株主に帰属する四半期純利益となったものの、配

当金の支出等により前連結会計年度末に比べ30百万円減少し、純資産合計は12,588百万円となり

ました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

通期（平成27年４月１日から平成28年３月31日）の連結業績予想につきましては、平成27年10月

13日発表の数値に変更はありません。

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて記載しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支

配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上すると

ともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－

５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１

四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,955 2,683

受取手形及び売掛金 10,155 8,186

有価証券 644 544

商品及び製品 2,006 3,504

仕掛品 114 112

原材料及び貯蔵品 678 659

繰延税金資産 303 318

その他 57 103

貸倒引当金 △106 △88

流動資産合計 16,808 16,023

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,250 2,112

機械装置及び運搬具（純額） 817 701

土地 2,214 2,146

その他（純額） 130 154

有形固定資産合計 5,413 5,114

無形固定資産 337 525

投資その他の資産

投資有価証券 606 693

繰延税金資産 8 5

その他 931 940

貸倒引当金 △64 △65

投資その他の資産合計 1,482 1,573

固定資産合計 7,232 7,214

資産合計 24,040 23,237
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,420 6,876

短期借入金 134 89

未払法人税等 159 54

賞与引当金 403 161

役員賞与引当金 25 14

その他 1,068 1,506

流動負債合計 9,212 8,703

固定負債

社債 100 -

長期借入金 624 616

繰延税金負債 106 135

退職給付に係る負債 987 780

その他 390 412

固定負債合計 2,209 1,945

負債合計 11,421 10,649

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,168 1,168

利益剰余金 9,737 9,626

自己株式 △108 △109

株主資本合計 12,557 12,446

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 223 282

退職給付に係る調整累計額 △161 △139

その他の包括利益累計額合計 61 142

純資産合計 12,618 12,588

負債純資産合計 24,040 23,237
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 19,237 18,713

売上原価 14,290 13,816

売上総利益 4,947 4,897

販売費及び一般管理費 4,664 4,796

営業利益 282 100

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 14 15

受取賃貸料 99 87

売電収入 4 33

その他 37 37

営業外収益合計 156 174

営業外費用

支払利息 7 10

不動産賃貸費用 42 35

売電費用 7 28

その他 2 6

営業外費用合計 60 81

経常利益 379 194

特別損失

固定資産除却損 3 0

減損損失 - 20

特別損失合計 3 20

税金等調整前四半期純利益 375 174

法人税等 90 76

四半期純利益 284 98

親会社株主に帰属する四半期純利益 284 98
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 284 98

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18 59

退職給付に係る調整額 41 22

その他の包括利益合計 60 81

四半期包括利益 345 179

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 345 179

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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